
新２０１０年度予算の特徴
昨年に引き続き超緊縮予算

単位＝億円 09年度当初 10年度当初 前年度比

人件費 858,607 845,711 98.5％
義務的

扶助費 41,489 58,995 142.2％
経費

公債費 277,411 291,480 105.1％

税関連支出 462,474 422,300 91.3％

建設事業費 227,350 214,789 94.5％

一般施策経費 1,172,415 1,422,259 121.3％

基金償還金 0 662,903 皆増

歳出合計 3,039,746 3,918,437 128.9％

2010年度予算は2009年度に比べ28.9％増えましたが、基

金残高を実態に合わせる措置＝基金償還金6629億円や制度

融資拡大のための預託金増額2274億円を差し引けば、実質

的には10年度に引き続き、超緊縮予算となっています。

減り続ける法人２税
歳入では、大阪経済悪化を反映して、法人2税がさらに

、 、 。減り その分 地方交付税や府債発行額が増えてきました

歳出では、人件費や建設事業費は減り続け、公債費(借

金返済)は、高値横ばいが続いています。一般施策経費は

削減に次ぐ削減が行われていますが、最近の社会情勢の反

映で、総額としては増額が続いています。

大型開発は推進
、 。橋下知事は 財政危機といいながら大型開発は推進です

ＷＴＣビル 関の買取、改修、移転、管理費で117億円、

は、関空連絡橋買取、２期用地造成、ゲートウェイ機能空

強化で23億円、 の建設で257億円、安威阪神高速大和川線

川ダムは「国の動向を見極めた上で予算執行時期を判断」

としながら70億円、 は23億円。 は31彩都開発 箕面森町開発

億円、 は８億円を計上しています。本四架橋負担金

くらしに役立つ予算は
一方、くらしに役立つ予算は、府立高校授業料の無償化

に１２５億円、私立高校授業料支援で201億円。ともに新

政権の補助金を受けてのものです。

耐震診断は2500戸分、耐震改修は416戸分を補助するた

め8114万円が計上されていますが、大阪全体から見ればあ

まりにも過小です。

古くて狭い豊中警察署は2015年度完成の予定で、建て替

えがはじまり、10年度は287万円の予算です。

橋下流の気になる予算
橋下知事の発案で 「誰もが泳ぎたくなる川づくりシン、

ボル事業」として、毛馬桜之宮公園貯木場跡に水質浄化装

置と砂浜・親水護岸を整備するため2億4300万円が投入さ

れます。しかし、衛生面の問題から 「泳げる川」ではな、

く 「泳ぎたくなる川」で子どもの水遊び場というべき物、

です。こんなことに大金を投じて良いのか、疑問です。

国が学力・学習状況調査を抽出調査に切り替えたため、

橋下知事が2011年度から大阪府独自で全数調査を実施しま

す。10年度は5747万円の調査費。市町村の平均点競争をあ

おるためで、教育を充実するものではありません。

1980年以来、５年に一度実施してきた人権意識調査継続

に170万円。少額とはいえ 「差別は残っている。同和対策、

は今も必要」を証明するための調査は止めるべきです。

橋下知事が府営住宅削減を打ち出す

何回申し込んでも当たらない。これが府営住宅の現実で

。 、 、す 右の表のとおり 大阪全体の応募倍率は１３倍を超え

豊中は、毎回、３０倍を超えています。

高い家賃が払えない高齢者、若者、リストラにあった会

社員、母子世帯、障害者が増えています。府営住宅は、府

民に健康で文化的な生活を保障する大事な制度です。

これまで、大阪府は府営住宅ストック総合活用計画に基

づき、財政危機の下でも府営住宅の建て替えや耐震改修を

進めてきました。具体的には、府営住宅を用途廃止をする

「 『 』場合でも 団地間の戸数の調整や 借り上げ公営住宅制度

」 、の活用など地域の需給バランスを考慮した供給を検討 し

府営住宅の一方的な削減を行わない方針でした。

ところが、昨年１１月に橋下知事が作らせた「府政運営

の基本方針(大阪維新２０１０)」は、府営住宅について、

「管理戸数の削減とあわせ、民間賃貸住宅との役割分担に

よる安心居住の新たな枠組みづくりなど、府の住宅政策の

再構築を行う」と記しています。

現時点では、138千戸の府営住宅のうち、何戸を削減す

るのか、具体的にはなっていません。民間賃貸住宅との役

割分担といっても、家賃補助は登場していません。

橋下知事の下で、府の住宅政策は後退方向です。そうさ

せないために府議会都市住宅常任委員会でがんばります。

平成21年度府営住宅応募状況
第１回･5月 第２回･9月 第３回･1月 合計

募集戸数 受付数 募集戸数 受付数 募集戸数 受付数 募集戸数 受付数 応募倍率

大阪全体計 1852 21242 1353 20277 1458 19938 4663 61457 13.2

豊中計 30 947 37 1145 15 506 82 2598 31.7

庄内 1 9 3 75 4 84 21.0

庄内西 1 81 2 61 3 142 47.3

庄内北 2 71 1 73 3 144 48.0

島江 1 0 1 67 1 9 3 76 25.3

服部本町 1 178 1 103 2 281 140

上津島 2 61 2 61 30.5

桜塚 6 302 6 155 6 205 18 662 36.8

春日 7 90 4 76 11 166 15.1

北緑丘 1 92 1 52 2 144 72.0

新千里北町 12 394 22 444 34 838 24.6

豊南、西緑丘、上新田、新千里東町・南町は、募集は０でした

一般会計歳入歳出予算の推移

年度 1990 1995 2000 2005 2007 2008 2009 2010

法人２税 7982 4554 4140 4837 5667 5235 3323 2826

個人府民税 1982 1974 1696 1696 3264 3303 3257 3035

地方交付税 0 607 3150 2790 1789 1798 2911 2900

府債発行額 1107 5539 3245 2160 2477 2737 3696 4661

人件費 8475 9612 9856 8920 9142 8669 8366 8457

公債費 1771 1805 3109 3475 3112 2893 2739 2915

建設事業費 4327 7328 4459 2950 2644 2082 2307 2148

施策経費 5434 6166 6291 9059 10551 10915 13740 14223一般

単位＝億円。08年度までは決算、09年度は最終予算。10年度は
当初予算。09と10年度の法人2税は地方法人特別譲与税を含む


